
変動型最低制限価格の算出例・計算方法 

１ 算出対象の入札の数が３以上の場合  

（１）上位入札平均額に０．９を乗じて得た額が最低制限価格となる場合 

予定価格２５，０００，０００円 

入札結果  

入札者  入札金額（円）  順位  

Ａ社  １６，０００，０００  １位  

Ｂ社  ２１，０００，０００  ２位  

Ｃ社  ２３，２００，０００  ３位  

Ｄ社  ２３，８００，０００  ４位  

Ｅ社  ２３，８００，０００  ４位  

Ｆ社  ２４，８００，０００  ６位  

Ｇ社  ２６，０００，０００  ７位  

ア 初めに、計算の対象となる入札を特定します。  

上記の入札結果では、７位（Ｇ社）の入札金額は予定価格を超えているため、Ｇ社

を除く６者の入札が計算の対象です。  

イ 次に、上位６０％の順位までの入札金額の平均を求めます。  

６社のうち上位６０％にあたるのは、６×０．６＝３．６→４位（端数切り上げ） 

ですので、１位（Ａ社）から４位（Ｄ社・Ｅ社）までの入札金額の平均を求めます。  

入札結果から、Ａ社からＥ社まで５者の平均入札金額は、21,560,000 円です。  

ウ 最後に、イで求めた平均額に０．９を乗じて得た額（１万円未満切捨て）と予定 

価格に０．７を乗じて得た額（１万円未満切捨て）とを比較し、大きい額を最低制 

限価格とします。  

①平均額×０．９   21,560,000×0.9＝19,404,000 → 19,400,000（円）  

②予定価格×０．７ 25,000,000×0.7＝17,500,000（円）  

アからウまでの計算の結果、最低制限価格は、１９，４００，０００円です。  

Ａ社の入札金額は最低制限価格未満のため無効となり、Ｂ社が落札者です。  



（２）予定価格に０．７を乗じて得た額が最低制限価格となる場合 

 予定価格２５，０００，０００円 

入札結果  

入札者  入札金額（円）  順位  

Ａ社  １６，０００，０００  １位  

Ｂ社  １７，０００，０００  ２位  

Ｃ社  １８，５００，０００  ３位  

Ｄ社  １９，０００，０００  ４位  

Ｅ社  ２１，０００，０００  ５位  

Ｆ社  ２４，０００，０００  ６位  

Ｇ社  ２５，０００，０００  ７位  

ア 初めに、計算の対象となる入札を特定します。  

上記結果では、全者の入札金額が予定価格以内のため、７者の入札が計算対象で

す。  

イ 次に、上位６０％の順位までの入札金額の平均を求めます。  

７者のうち上位６０％にあたるのは、７×０．６＝４．２→５位（端数切り上げ）

ですので、１位（Ａ社）から５位（Ｅ社）までの入札金額の平均を求めます。  

入札結果から、Ａ社からＥ社まで５者の平均入札金額は、18,300,000 円です。  

ウ 最後に、イで求めた平均額に０．９を乗じて得た額（１万円未満切捨て）と予定

価格に０．７を乗じて得た額（１万円未満切捨て）とを比較し、大きい額を最低制

限価格とします。  

①平均額×０．９   18,300,000×0.9＝16,470,000（円） 

②予定価格×０．７ 25,000,000×0.7＝17,500,000（円）  

アからウまでの計算の結果、最低制限価格は、１７，５００，０００円です。  

Ａ社及びＢ社の入札金額は最低制限価格未満のため無効となり、Ｃ社が落札者です。  



２ 算出対象の入札の数が３未満の場合 

予定価格２５，０００，０００円 

入札結果  

入札者  入札金額（円）  順位  

Ａ社  ２３，０００，０００  １位  

Ｂ社  ２４，５００，０００  ２位  

Ｃ社  ２５，１００，０００  ３位  

Ｄ社  ２６，０００，０００  ４位  

Ｅ社  ２６，２００，０００  ５位  

Ｆ社  ２７，０００，０００  ６位  

Ｇ社  ２７，１００，０００  ７位  

計算の対象となる入札を特定しますが、上記結果では、予定価格以内の入札金額は

１位（Ａ社）及び２位（Ｂ社）の２者しかありません。従って、有効な入札が３に満

たないため、予定価格に０．７を乗じて得た額（１万円未満切捨て）を最低制限価格

とします。 

予定価格×０．７ 25,000,000×0.7＝17,500,000（円） 

計算の結果、最低制限価格は、１７，５００，０００円となり、Ａ社が落札者です。  


